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研究成果の概要（和文）：本研究では、Wilkie CollinsやMary Elizabeth Braddon、そしてThomas Hardyのテクストを
分析することで、従来から指摘されてきたセンセーション小説テクストにおける「物語の秩序の転覆」の原因が、一見
すると秩序を達成している男性の物語の中で、実際には自らの「願望」を達成している女性の物語プロットにあること
を明らかにした。このテクストに存在する「女性の願望の成就」により、結果的に男性の物語の権威は崩されることに
なる。同様のことが、ジェンダーだけでなく階級においても起きている。

研究成果の概要（英文）：In this study, by analyzing texts by Wilkie Collins, Mary Elizabeth Braddon, and 
Thomas Hardy, I have revealed that the so-called "subversive character" of sensation fiction lies in the 
fact that female characters can actually achieve their own desires in the texts where male protagonists 
are often judged to control women and accomplish their narrative authority. The completion of women's 
desires in the oppressive male texts subverts the male authority. We can also see this kind of subversion 
demonstrated in class relationships.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
今回のセンセーション小説研究を開始し

た当初は、丁度センセーション小説について
の研究が海外でも活発になされていた頃で
あり、帝国主義や人種の問題など様々な観点
からセンセーション小説を論じた多くの研
究書が出版されていた。だが、そのような中
で、センセーション小説は「conservative（保
守的）なのか subversive（反体制的）なのか」
という問題に関しては、結論が出ていない状
態であった。したがって、本研究では、テク
スト構造の分析を通して、男性の物語を描く
テクストに同時に存在する「女性の願望のプ
ロット」に注目し、さらに、今度はそれをジ
ェンダーおよび階級という社会的および文
化的な観点から分析することで、センセーシ
ョン小説の subversive な性格を明らかにし
ようとした。 
その際、これまで論じられてきた「男性ヒ

ーローの道徳的秩序の物語」ではなく、むし
ろ、テクストには消すことのできない不安が
残ることを指摘し、それが、男性が抑え込も
うとしていた「女性の願望のプロット」によ
るものであることを明らかにしようとした。 
研究計画としては、ヴィクトリア朝中期の

代表的なセンセーション小説作家として男
性作家 Wilkie Collins、そして、女性作家
Mary Elizabeth Braddon のそれぞれの代表的
作品を扱うことにした。また、センセーショ
ン小説というジャンルがどのように次の世
代に影響しているかを調べるために、Thomas 
Hardy の小説テクストに注目し、ジェンダー
とプロットという観点から分析することに
した。 
 
２．研究の目的 
（１）Wilkie Collins のセンセーション小説
テクストにおいて描かれる「男性の成長物
語」が、実際には「女性の願望を描く物語プ
ロット」によって達成されていることを明ら
かにすることで、そこに男性の物語の権威の
転覆を見る。 
 
（２）Mary Elizabeth Braddon のセンセーシ
ョン小説テクストにおけるジェントルマン
階級の男性の物語権威の転覆が、女性の願望
のプロットだけでなく、下層階級の女性や男
性の願望のプロットによっても起きている
ことを確認する。 
 
（３）Thomas Hardy のセンセーション小説テ
クストを分析することで、テクストの物語が
男性ではなく、主に女性の願望のプロットに
よって動かされていることを確認し、そこに
センセーション小説の大きな特徴の一つを
見る。さらには、女性同士の絆が男性の秩序
の物語を達成していることを確認する。 
 
３．研究の方法 
（１）センセーション小説について、従来の

「男性主人公の成長物語」という読みに対し
て、実はそれ自体が同時にテクストに存在す
る「女性の願望のプロットによって導かれて
いる」ということを、まずは Collins と Hardy
のテクストにおける男性と女性の物語プロ
ットとの比較を通して行った。 
その研究では、最初に、主に Hardy の中期

に書かれたテクストについて分析を行った。
その際、Peter Brooksの Reading for the Plot
で論じられている「プロット」に関する理論
を援用しながら、テクストに存在する「男性
の野心のプロット」だけでなく、野心に関す
る「女性のプロット」(Brooks 39)に注目す
ることで、表向きのテクストの物語に隠れて
いるもう一つの物語の流れを明らかにする
ことにした。 
また、上記の内容をさらに発展させた、テ

クストを動かす「女性の願望のプロット」研
究を、次は主に Collins のテクストに登場す
る女性キャラクターたちに焦点を当てて分
析を行い、同様に、センセーション小説テク
ストにおける男性の物語を主導する女性の
リベンジやセクシュアリティなどのプロッ
トの存在を明らかにした。 
 
＜引用文献＞ 
Brooks, Peter.  Reading for the Plot: 

Design and Intention in Narrative.  1984.  
Cambridge: Harvard University Press, 1992.  
Print.   
 
（２）Braddon のテクストについての研究で
は、男性と女性という「ジェンダー」だけで
なく、上流、中産、下層という「階級」とい
う観点からも、テクストに存在する主人公男
性以外の「願望のプロット」に焦点を当てて
分析することで、センセーション小説テクス
トでは、主人公男性の物語を成り立たせてい
るのが全くそれとは無関係の登場人物たち
の願望または欲望のプロットであり、結果的
に、主人公男性の物語の道徳的権威が崩され
ていることを明らかにした。 
 その際、Braddon だけでなく、Hardy のテ
クストと比較することで、センセーション小
説のテクストに見られる「主人公の物語プロ
ット」とそれを成り立たせている「他者の願
望の物語プロット」という構造が決して一人
の作家に限られる特別なものではないこと
を明らかにした。 
 
（３）それまでの研究期間に行った研究内容
をもとにしながら、ヴィクトリア朝中期のセ
ンセーション小説のテーマがその後の時代
にどのように発展していくかを、Collins の
影響を受けたとされるHardyの初期のセンセ
ーション小説テクストに存在する「女性の願
望のプロット」を中心に、研究ノートを作成
しながら分析した。 
その際には、テクストに登場する各女性キ

ャラクターの行動や願望に焦点を当てて、男



性の物語プロットの進行をどのように阻止
しているか、また、逆に、どのようにしてテ
クストの物語の秩序を成り立たせているか
を分析した。その際、テクストで現れる女性
同士の絆にも注目することで、最終的に秩序
に落ち着くとされるテクストを動かしてい
るのが果たして男性なのかどうかを分析し
た。 
 
４．研究成果 
（１）始めに、Collins のテクストと Hardy
の中期のテクストとの比較研究を行い、そし
て次に、テクストに登場するさまざまな女性
キャラクターに焦点を当ててCollinsのテク
ストを単独で分析することにより、最終的に
は、センセーション小説の大きな特徴の一つ
として、テクストに男性の物語プロットと同
時に存在し、せめぎ合う「女性の願望のプロ
ット」を明らかにすることができた。 
Collins と Hardy の両方のテクストにおい

て、テクストの表面で語られる男性主人公の
物語は、実際には、テクストで同時に起こっ
ている「女性の願望の物語プロット」によっ
て形成されていて、その結果、その物語の道
徳的権威が崩されていることが分かった。 
 
（２）Braddon のテクストに関しては、Hardy
の後期テクストとの比較を通して考察する
ことで、主人公の道徳的な物語（成長物語や
悲劇）が、テクストで同時に進行している他
者のリベンジの欲求や経済的欲望の物語プ
ロットによって達成されていることが確認
できた。その際、ジェンダーだけでなく、階
級というテーマに注目することで、これまで
脇役であると思われていた下層階級のキャ
ラクターが、実際には主人公であるジェント
ルマン階級のヒーローの成長物語を構築し
ているということが明らかになった。それに
より、結果的に、テクストで語られたジェン
トルマン男性の道徳的物語の権威は崩され
ることになる。 
また、Hardy のテクストに関しても、これ

までヒロインの悲劇は、運命や偶然といった
議論がなされてきたが、それを「他者の経済
的欲望の物語プロット」という視点から考慮
し直すことで、その悲劇の物語自体の道徳的
権威を崩すことになった。 
 
（３）Hardy の初期のセンセーション小説テ
クストに関しては、テクストに存在する女性
の願望、さらには女性の好奇心や想像力によ
るそれぞれの物語プロットが、男性が意図す
る秩序の物語に対して新たにセンセーショ
ン小説の物語プロットを動かす力の一つで
あることが分かった。この研究内容について
は、今後、成果を口頭発表や論文として形に
する予定である。 
 さらには、今後の展望としては、センセー
ション小説がどのような性質や構造をして
いるかということを、ヴィクトリア朝だけで

なく、異なる時代、また小説以外のジャンル
を通して分析する必要があることが分かっ
た。その際には、今回の研究で明らかになっ
た「女性の願望のプロット」がどのような形
でテクストに現れ、またどのように機能して
いるかを分析していきたい。 
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